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令和７年度事業実施状況 

 

１ 業務概要 

（１）県からの受託事業 

ア 栽培技術普及指導委託業務 

・種苗放流 

アワビ（１５地区）とサザエ（１４地区）の放流前外敵駆除及び放流時の指導、その

後の状況調査を実施した。またヒラメ（２地区）とキジハタ（１０地区）について

は、放流時の立会い指導等を行った。 

・養  殖 

ワカメ（２地区）、ヒラメ（１事業所）、キジハタ（１事業所）及びマサバ（３事業所）

について飼育技術、施設管理等の指導を行った。 

・アラメ藻場造成指導等    

アラメ種苗プレートの設置場所の選定と設置指導、その後の状況調査を行った  

（１０地区）。また、イワガキ幼生の付着を促すためのブロックの清掃方法の指導を

栽培漁業センター研究員と共に行った。 

 

イ 栽培漁業センター施設維持管理業務 

・種苗生産等に係る施設の維持管理及び保守を施設・機器の点検手入れ基準に従って

行い、適正な管理を行った。 

 

ウ マサバ種苗生産試験委託業務 

・全長６０㎜のマサバ種苗を６，０００尾生産し、栽培漁業センターに引き渡した。 

 

  エ マサバ晩期採卵試験委託業務 

・令和７年７～９月に採卵し、浮上卵８０万粒以上を得ることを目標とし、８月７日

に８０.２万粒の浮上卵を得た。 

 

  オ 健苗育成技術開発試験用ヒラメ種苗生産委託業務 

・全長５０㎜のヒラメ種苗を３，０００尾生産し、栽培漁業センターに引き渡した。 

  

 カ キジハタ試験放流用種苗生産委託業務 

・全長５０㎜のキジハタ種苗を令和７年９月１０日に２，０００尾、９月１１日に  

２，０００尾の計４，０００尾を栽培漁業センターに引き渡した。 

 

キ ツルアラメ藻場造成試験委託業務 

・令和７年２月２５日にツルアラメの種苗を水深２mの浅場に移植し、藻場造成試験

を実施した。７月までは順調に生育していたが、８月上旬から９月上旬にかけての

高水温の影響により、枯死する個体が確認された。しかし、翌年２月には、枯死し

たと思われていた個体の匍匐枝から幼体が発生していることを確認した。 

 

ク アワビ試験放流用種苗生産委託業務 

・①令和７年５月～６月に浅場放流用として殻長２９㎜、３，０００個、②令和７年  

１１月に蓄養用として殻長２９㎜、１，０００個、③令和７年１２月～令和８年３

月に浅場放流用として殻長３０㎜、３，０００個、④令和７年１２月～令和８年３

月に大型種苗放流用として殻長４１㎜、１，０００個及び⑤令和７年１２月～令和

８年３月にメガイアワビ放流用種苗として殻長３１㎜、１，０００個を生産し、合

計９，０００個を栽培漁業センターに引き渡した。 
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ケ ツルアラメ種苗生産委託業務 

・令和７年１１月２６日に遊走子の採取を行い、１５０mの種糸に採苗した。その後、

照度を調整しながら飼育管理し、葉長５㎜に生育したツルアラメの種糸７０m を栽

培漁業センターに引き渡した。 

  

コ ナマコ同定委託業務 

・令和７年１１月１１日から田後地先で得られた天然稚ナマコ１５個体の飼育を開始

し、令和８年３月１２日に青・黒及び赤ナマコの同定を行った。最終取上個体１４

個体のうち、青・黒ナマコ１４個体（１００％）で、飼育期間中の生残率は平均で 

９３．３％であった。 

 

サ アラメ高水温耐性株選抜試験委託業務 

・中山地区及び御来屋地区から夏場の高水温を経て枯死しなかったアラメから遊走子

を採取し、フリー配偶体を作成した。また、令和６年度に作成したフリー配偶体を

使用して、高水温耐性株選抜試験用の幼体を２回作成するが、水温２３～２４℃で

２回とも枯死した。 

 

（２）独自事業 

ア 種苗生産事業（漁業者などから受注し、次の種苗の生産および配布を行った。） 

種  類 計    画 実    績 
達成率

（％） 

放流用ヒラメ 

 

放流用キジハタ 

放流用アユ 

放流用アワビ 

放流用サザエ 

養殖用ヒラメ 

養殖用マサバ 

 

養殖用キジハタ 

養殖用アユ 

移植用アラメ 

(葉長 100mm) 

全長 80mm      60,000尾 

全長 100mm     40,000尾 

全長 50mm    23,000尾 

体重 5ｇ      340,000尾 

殻長 30mm     118,700個 

殻高 9mm      293,500個 

全長 80mm       5,500尾 

全長 60mm     105,300尾 

全長 100mm    135,000尾 

全長 70mm     3,000尾 

体重 5ｇ       13,000尾 

従来型             68枚 

小型              192枚 

全長 80mm      60,000尾 

全長 100mm     40,000尾 

全長 50mm    23,100尾 

体重 5ｇ      340,000尾 

殻長 30mm     120,850個 

殻高 9mm      293,650個 

全長 80mm       5,500尾 

全長 60mm      35,500尾 

全長 100mm    155,427尾 

全長 70mm     3,500尾 

体重 5ｇ       15,000尾 

従来型            109枚 

小型                0枚 

100.0 

100.0 

100.4 

100.0 

101.8 

100.0 

100.0 

33.7 

115.1 

116.7 

115.4 

160.3 

0.0 

 

イ 中間育成事業（養殖事業者の経営安定のため、安定した生残が見込めるサイズまで中

間育成を行った。） 

種      類 計    画 実    績 達成率（％） 

ヒラメ 4,500 尾 2,702 尾 60.0 

マサバ ― 200 尾 ― 

 

 

ウ 新規事業開拓試験 

・実施なし 
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（３）栽培技術実証研修 

種苗生産に係る最新技術の情報収集及び新技術の実証研修を以下のとおり行った。 

日 時 会 議 名 開催場所 出席者 

令和７年９月３日

（水）～３０日（木） 

第２４回（令和７年度）アユ種苗生産技術

連絡会議 
山形県鶴岡市 ２７名 

令和７年１０月２９

日（水）～３０日（木） 

令和７年度日本海栽培漁業センタ－所長

連絡会議・日本海種苗生産研究会 
兵庫県姫路市 ３１名 

令和７年１１月１０

日（月）、１１月１３

日（木）～１４日（金） 

アワビ種苗生産技術習得研修 島根県松江市 ３名 

令和７年１２月１１

日（木） 
令和７年度暖水性海産魚類分科会 大阪府大阪市 ４３名 

令和８年２月１７日

（火）～１８日（水） 
第５３回アワビ種苗生産担当者会議 山形県鶴岡市 ６２名 

令和８年２月２５日

（水） 
令和７年度中国５県藻場担当者会議 島根県松江市 ５名 

 

 

（４）アワビ・サザエ等栽培漁業検討会 

東部、西部地区の２ヵ所で以下のとおり開催した。 

日 時 会 議 名 開催場所 出席者 

令和７年１１月２８

日（金） 
令和７年アワビ・サザエ等栽培漁業検討会 鳥取市賀露 ２２名 

令和７年１１月２６

日（水） 
令和７年アワビ・サザエ等栽培漁業検討会 米子市淀江 ２１名 

 

  

２ 評議員会、理事会、監事会の開催状況 

（１）評議員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 開催年月日 開催場所 議        事 

１回 

令和７年 

４月７日 

（木） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項（書面決議） 

第１号議案  第１９回臨時評議委員会の開催について 原案承認 

第２号議案  理事及び監事の選任              原案承認 

２回 

令和７年 

６月２４日 

（火） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項 

第１号議案  令和６年度事業報告・計算書類     原案承認 

の承認について 

第２号議案  理事の選任について            原案承認 

第３号議案 その他                原案承認 
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（２）理事会 

 

 

（３）監事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 財政的援助団体等に係る事務監査の実施状況 

 

・開催日時：令和７年９月１２日（金） 

・開催場所：鳥取県栽培漁業センター 

・監査内容：令和６年度決算に係る財政的援助団体等への監査 

・監査結果：財政的援助等に係る出納その他の事務の執行について、比較的軽微な注意す 

べき事項があった。 

 

 

区分 開催年月日 開催場所 議        事 

１回 

令和７年 

４月２３日 

（水） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項（書面決議） 

第１号議案 専務理事（業務執行理事）の選任について 原案承認 

２回 

令和７年  

６月１０日 

（火） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項 

第１号議案 令和６年度計算書類・事業報告の承認   原案承認 

第２号議案  理事候補者の選出について         原案承認 

第３号議案 定時評議員会の招集の決定        原案承認 

報告事項 

第４号議案  代表理事、業務執行理事の職務の執行状況 

第５号議案 有価証券取引における取引代理人の変更について 

第６号議案 その他       

３回 

令和７年 

１２月２４

日 

（水） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項 

第１号議案 令和７年度上期事業報告及び収支報告の件 原案承認 

第２号議案 令和７年度上期監事監査報告の件     原案承認 

 

４回 

令和８年 

３月１０日

（火） 

 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

協議事項 

第１号議案 令和８年度事業計画の件         原案承認              

第２号議案 令和８年度当初予算の件          原案承認 

第３号議案 公益財団法人鳥取県栽培漁業協会     原案承認 

規則・規程の改正の件 

報告事項 

第４号議案 禁止薬剤使用の件 

第５号議案 令和７年度アワビ放流貝の購入の件 

第６号議案 代表理事と業務執行理事の職務執行状況の件 

区分 開催年月日 開催場所 監  査  内  容 

１回 

令和７年  

５月１５日

（木） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

令和６年度公益財団法人鳥取県栽培漁業協会決算監査 

２回 

令和７年 

1２月３日

（木） 

鳥取県栽

培漁業セ

ンター 

令和７年度中間決算計算書類・事業報告の監査 
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４ 職員数の増減の状況 

区  分 令和６年度末 
令和７年度

増加 

令和７年度

減少 
令和７年度末 

 職  員 １１ １ １ １１ 

 うち常勤職員 ７ ０ 1 ６ 

うちパートタイム

職員 
４ 1 ０ ５ 

 

５ 公益財団法人鳥取県栽培漁業協会 役職員名簿（令和８年３月３１日現在） 

【評議員】４名 

役 職 氏 名 現在の役職 就任年月日 任 期 

評議員 中前 雄一郎 とっとり生物多様性アドバイザー 令和６年６月２０日 令和１０年６月 

評議員 太田 太郎 公立鳥取県立環境大学准教授 令和６年６月２０日 令和１０年６月 

評議員 河﨑 眞理子 とっとり県消費者の会副会長 令和６年６月２０日 令和１０年６月 

評議員 平野 誠師 山陰旋網漁業協同組合 顧問 令和６年６月２０日 令和１０年６月 

【役 員】１０名 

役 職 氏 名 現在の役職 就任年月日 任 期 

理事長 大磯 一清 鳥取県漁業協同組合代表理事組合長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

副理事長 山本 菜穂子 鳥取県栽培漁協センター所長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

専務理事 井上 正彦 公益財団法人鳥取県栽培漁業協会事務局長 令和 7 年 4 月 7 日 令和８年６月 

理 事 敦賀 亀義 鳥取県漁業協同組合代表理事副組合長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

理 事 田渕 孝則 鳥取県漁業協同組合浜村支所 令和６年６月２０日 令和８年６月 

理 事 山根 正平 田後漁業協同組合代表理事組合長 令和 7 年 4 月 7 日 令和８年６月 

理 事 入江 孝伸 赤碕町漁業協同組合代表理事組合長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

理 事 田中 祥一 岩美町副町長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

理 事 福本 まり子 琴浦町長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

理 事 黒崎 享 境港市産業部長 令和７年６月２４日 令和８年６月 

【監 事】２名 

役 職 氏 名 現在の役職 就任年月日 任 期 

監 事 西根 泰章 西日本信用漁業協同組合連合会常務理事 令和６年６月２０日 令和８年６月 

監 事 佐竹 寛昭 全国漁業信用基金協会 副理事長 令和６年６月２０日 令和８年６月 

【職 員】１１名 

役 職 氏 名 現在の役職 

事務局長 井上 正彦 協会運営事務、藻場造成関連他 

増養殖科長 丸山 将士 増養殖技術普及指導、ヒラメ種苗生産 

生産科長 松岡 信行 種苗生産業務総括、キジハタ・アユ種苗生産 

主  任 山尾 崇宏 施設維持管理 

水産技師 木下 卓哉 サザエ、マサバ種苗生産 

水産技師 松本 貴裕 アワビ種苗生産 

嘱託職員 金澤 忠佳 種苗生産指導他 

非常勤職員 越智 美幸 アワビ種苗生産補助他 

非常勤職員 浜本 美由紀 サザエ、マサバ種苗生産補助他 

非常勤職員 米田 町子 協会事務他 

非常勤職員 柴田 翔子 アワビ種苗生産補助他 
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令和７年度決算報告 

１ 貸借対照表 （令和７年３月３１日現在） 

 

 

（単位：円）

令和７年度 令和６年度 増　 　減

Ⅰ  資産の部
1. 流動資産

現金預金 34,096,745 33,615,742 481,003
未収金 15,972 4,833,087 △ 4,817,115

　流動資産合計 34,112,717 38,448,829 △ 4,336,112
2. 固定資産

 (1)基本財産
定期預金（基） 153,856,000 153,856,000 0
投資有価証券 100,000,000 100,000,000 0

　基本財産合計 253,856,000 253,856,000 0
 (2)特定資産
　特定資産合計 0 0 0
 (3)その他固定資産

什器備品 6,965,068 6,965,068 0
減価償却累計額 △ 6,415,174 △ 6,006,170 △ 409,004

　その他固定資産合計 549,894 958,898 △ 409,004
　固定資産合計 254,405,894 254,814,898 △ 409,004

資産合計 288,518,611 293,263,727 △ 4,745,116

Ⅱ  負債の部
 1. 流動負債

未払金 3,187,749 5,370,991 △ 2,183,242
預り金 △ 32,241 105,400 △ 137,641

　流動負債合計 3,155,508 5,476,391 △ 2,320,883
 2. 固定負債
　固定負債合計 0 0 0

負債合計 3,155,508 5,476,391 △ 2,320,883

Ⅲ  正味財産の部
 1. 指定正味財産

寄付金 253,856,000 253,856,000 0
　指定正味財産合計 253,856,000 253,856,000 0
 2. 一般正味財産

一般正味財産 31,507,103 33,931,336 △ 2,424,233
正味財産合計 285,363,103 287,787,336 △ 2,424,233
負債及び正味財産合計 288,518,611 293,263,727 △ 4,745,116

科　　　　目
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２ 正味財産増減計算書 （令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

（単位：円）

令和７年度 令和６年度 増　 　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益    

 基本財産受取利息 1,205,937 1,063,911 142,026

事業収益    

事業収益 83,203,958 101,919,562 △ 18,715,604

 受取補助金等    

 受取地方公共団体補助金 20,208,000 20,208,000 0

 雑収益    

受取利息 54,583 32,009 22,574

経常収益　計 104,672,478 123,223,482 △ 18,551,004

（２）経常費用

事業費 　   

給料手当 33,408,089 38,491,157 △ 5,083,068

臨時雇賃金 14,010,986 9,721,561 4,289,425

退職給付費用 1,896,000 2,238,000 △ 342,000

福利厚生費 6,319,454 6,038,310 281,144

旅費交通費 341,594 574,705 △ 233,111

通信運搬費 250,636 282,616 △ 31,980

減価償却費 409,004 193,911 215,093

消耗品費 23,717,138 21,784,215 1,932,923

修繕費 1,014,420 1,472,120 △ 457,700

印刷製本費 177,485 88,374 89,111

燃料費 374,673 551,301 △ 176,628

光熱水料費 15,417,581 15,821,833 △ 404,252

賃借料 2,041,503 2,993,520 △ 952,017

保険料 122,520 117,150 5,370

諸謝金 96,503 114,480 △ 17,977

租税公課 4,320,700 4,910,300 △ 589,600

支払負担金 59,420 59,420 0

支払手数料 710,545 749,490 △ 38,945

委託料 56,160 12,073,890 △ 12,017,730

食糧費 21,521 29,380 △ 7,859

事業費計 104,765,932 118,305,733 △ 13,539,801

科　　　　目
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                                   （単位：円） 

 

 

令和７年度 令和６年度 増　 　減

管理費 　

役員報酬 265,200 346,800 △ 81,600

給料手当 1,391,845 892,354 499,491

臨時雇賃金 210,970 210,554 416

退職給付費用 72,000 72,000 0

福利厚生費 233,114 176,560 56,554

会議費 43,500 76,768 △ 33,268

旅費交通費 37,850 47,640 △ 9,790

通信運搬費 5,280 8,360 △ 3,080

燃料費 48,478 62,010 △ 13,532

光熱水料費 22,542 23,855 △ 1,313

管理費計 2,330,779 1,916,901 413,878

経常費用　計 107,096,711 120,222,634 △ 13,125,923

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,424,233 3,000,848 △ 5,425,081

当期経常増減額(a) △ 2,424,233 3,000,848 △ 5,425,081

２. 経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

 経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額(b) 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 2,424,233 3,000,848 △ 5,425,081

当期一般正味財産増減額(a)+(b) △ 2,424,233 3,000,848 △ 5,425,081

一般正味財産期首残高（c） 33,931,336 30,930,488 3,000,848

一般正味財産期末残高(a)+(b)+ (c）=(d) 31,507,103 33,931,336 △ 2,424,233

Ⅱ  指定正味財産増減の部
基本財産運用益

基本財産受取利息 1,205,937 1,063,911 142,026

一般正味財産への振替額 　 　 　

一般正味財産への振替額 △ 1,205,937 △ 1,063,911 △ 142,026

当期指定正味財産増減額(e） 0 0 0

指定正味財産期首残高(f) 253,856,000 253,856,000 0

指定正味財産期末残高(e）+(f)= (g) 253,856,000 253,856,000 0

Ⅲ  正味財産期末残高(d)+(g) 285,363,103 287,787,336 △ 2,424,233

科　　　　目
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３ 正味財産増減計算内訳書（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

（単位：円）

資源維持
培養事業

共通 小計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益       

 基本財産受取利息 1,190,249 0 1,190,249 15,688 　 1,205,937

事業収益       

事業収益 82,363,958 0 82,363,958 840,000 　 83,203,958

 受取補助金等       

 受取地方公共団体補助金 18,308,000 0 18,308,000 1,900,000 20,208,000

 雑収益       

受取利息 0 0 0 54,583 54,583

経常収益計 101,862,207 0 101,862,207 2,810,271 104,672,478

（２）経常費用

事業費 　 　 　 　 　 　

給料手当 33,408,089 0 33,408,089 0 0 33,408,089

臨時雇賃金 14,010,986 0 14,010,986 0 0 14,010,986

退職給付費用 1,896,000 0 1,896,000 0 0 1,896,000

福利厚生費 6,319,454 0 6,319,454 0 0 6,319,454

旅費交通費 341,594 0 341,594 0 0 341,594

通信運搬費 250,636 0 250,636 0 0 250,636

減価償却費 409,004 0 409,004 0 0 409,004

消耗品費 23,717,138 0 23,717,138 0 0 23,717,138

修繕費 1,014,420 0 1,014,420 0 0 1,014,420

印刷製本費 177,485 0 177,485 0 0 177,485

燃料費 374,673 0 374,673 0 0 374,673

光熱水料費 15,417,581 0 15,417,581 0 0 15,417,581

賃借料 2,041,503 0 2,041,503 0 0 2,041,503

保険料 122,520 0 122,520 0 0 122,520

諸謝金 96,503 0 96,503 0 0 96,503

租税公課 4,320,700 0 4,320,700 0 0 4,320,700

支払負担金 59,420 0 59,420 0 0 59,420

支払手数料 710,545 0 710,545 0 0 710,545

委託料 56,160 0 56,160 0 0 56,160

食糧費 21,521 0 21,521 0 0 21,521

事業費合計 104,765,932 0 104,765,932 0 0 104,765,932

科　　　　目

公益目的事業会計

法人会計
内部取引
等消去

合計
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                                    （単位：円） 

 

資源維持
培養事業

共通 小計

管理費 　 　 　 　 　

役員報酬 0 0 0 265,200 0 265,200

給料手当 0 0 0 1,391,845 0 1,391,845

臨時雇賃金 0 0 0 210,970 0 210,970

退職給付費用 0 0 0 72,000 0 72,000

福利厚生費 0 0 0 233,114 0 233,114

会議費 0 0 0 43,500 0 43,500

旅費交通費 0 0 0 37,850 0 37,850

通信運搬費 0 0 0 5,280 0 5,280

燃料費 0 0 0 48,478 0 48,478

光熱水料費 0 0 0 22,542 0 22,542

管理費計 0 0 2,330,779 0 2,330,779

104,765,932 0 104,765,932 2,330,779 0 107,096,711

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,903,725 0 △ 2,903,725 479,492 0 △ 2,424,233

当期経常増減額(a) △ 2,903,725 0 △ 2,903,725 479,492 0 △ 2,424,233

２. 経常外増減の部

（１）経常外収益

　経常外収益計 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

　経常外費用計 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額(b) 0 0 0 0 0 0

他会計振替前当期一般正味財産増減額(a)+(b) △ 2,903,725 0 △ 2,903,725 479,492 0 △ 2,424,233

税引前当期一般正味財産増減額 △ 2,903,725 0 △ 2,903,725 479,492 0 △ 2,424,233

当期一般正味財産増減額 △ 2,903,725 0 △ 2,903,725 479,492 0 △ 2,424,233

一般正味財産期首残高（c） 33,913,480 0 33,913,480 17,856 0 33,931,336

一般正味財産期末残高(a)+(b)+ (c）=(d) 31,009,755 0 31,009,755 497,348 0 31,507,103

Ⅱ  指定正味財産増減の部
基本財産運用益 　 　 　 　 　

        一般正味財産への振替額　 基本財産受取利息 1,190,249 0 1,190,249 15,688 1,205,937

一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額 △ 1,190,249 △ 1,190,249 △ 15,688 △ 1,205,937

当期指定正味財産増減額(e） 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高(f) 228,505,400 0 228,505,400 25,350,600 253,856,000

指定正味財産期末残高(e）+(f)= (g) 228,505,400 0 228,505,400 25,350,600 253,856,000

Ⅲ  正味財産期末残高(d)+(g) 259,515,155 0 259,515,155 25,847,948 285,363,103

合計

経常費用計

科　　　　目

公益目的事業会計

法人会計
内部取引
等消去
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４ 財務諸表に対する注記 

 

1.継続事業の前提に関する注記

2.重要な会計方針
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

（２）固定資産の減価償却の方法

　

5.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　

6.担保に供している資産

　均等償却している。

3.会計方針
　「公益法人会計基準（平成２０年４月１１日内閣府公益認定等委員会）」に基づき作成している。

4.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

　　満期保有目的取得原価方法
　　第89回西日本高速道路株式会社10年社債　　100,000,000円　　年利率　1.049％

　　有形固定資産の減価償却については、法人税法上の規定にもとづく定率法で行っている。
　　法人税法の改正に伴い、償却可能限度額までの償却が終了しているものについては、残存価格を５年間で

　　該当なし

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

社　　債 100,000,000 0 0 100,000,000
定期預金 153,856,000 0 0 153,856,000

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味
財産からの充当

額）

（うち一般正味
財産からの充当

額）

（うち負債に
対応する額）

小　　計 253,856,000 0 0 253,856,000
合　　計 253,856,000 0 0 253,856,000

基本財産
社　　債 100,000,000 （100,000,000） (0) (0)

合　　計 253,856,000 （253,856,000） (0) (0)

　　該当なし

定期預金 153,856,000 （153,856,000） (0) (0)
小　　計 253,856,000 （253,856,000） (0) (0)
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資産の
名称

規格 数量
取得

年月日
取得

金額(円)
耐用
年数

償却
率

前年度末
残高(円)

今年度償

却額(円)

償却額
累計
(円)

残存

価格(円)
棄却　処分日

FRP水槽

（アワビ）
KF1700S 3 S63.4.15 465,000 8 0.25 1 0 464,999 1

フード

スライサー

エムラES-2L

型
1 S63.4.25 709,000 8 0.25 1 0 708,999 1

FRP水槽

（アワビ）
KF1700S 2 S63.6.16 310,000 8 0.25 1 0 309,999 1

FRP水槽

（アワビ）
KF1700S 2 S63.8.2 310,000 8 0.25 1 0 309,999 1

小型撹拌

造粒機

SEF-125-35

型
1 H1.5.27 1,650,000 8 0.25 1 0 1,649,999 1

FRP水槽

（アワビ）
KF1700S 5 H2.10.15 1,210,250 8 0.25 1 0 1,210,249 1

顕微鏡

（ワムシ）
SMZ-U-3 1 H7.6.26 349,170 8 0.25 1 0 349,169 1

アルテミア

ふ化槽
SBF-2000TO 1 H8.5.15 523,248 8 0.25 1 0 523,247 1

自動給餌機 FPR40型 2 H22.3.5 285,600 8 0.313 1 0 285,599 1

クールイン

キュベーター
KMH-207 1 R6.10.22 316,800 5 0.4 253,440 101,376 164,736 152,064

冷凍機付イン

キュベーター
MR-154-PJ 1 R6.10.30 352,000 5 0.4 281,600 112,640 183,040 168,960

DOメーター ID-160T 1 R6.11.25 132,000 3 0.667 95,315 63,575 100,260 31,740

冷凍機付イン

キュベーター
MR-154-PJ 1 R7.2.18 352,000 5 0.4 328,534 131,413 154,879 197,121

計 6,965,068 958,898 409,004 6,415,174 549,894

　時価（円）

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は次のとおりである。
種類及び銘柄 帳簿価格（円） 評価損益（円）

基本財産として第89回西日本
高速道路株式会社10年社債

100,000,000

7.固定資産の取得金額、減価償却累計額及び当期末残高

8.債権の債券金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債券の当期末残高
　　該当なし

9.保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務
　　該当なし

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

合　　　　計 100,000,000
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５ 附属明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

前期末
残高

当期末
残高

0 0

0 0

12.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

13.関連当事者との取引の内容

14.重要な後発事象

　　基本財産受取利息を運転資金として指定正味財産から一般正味財産へ振り替えた。

　　該当なし

　　該当なし

公益財団法人鳥取県
栽培漁業協会交付金

鳥取県 20,208,000 20,208,000

合　　　　計 20,208,000 20,208,000

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。
（単位：円）

補助金等の名称 交付者 当期増加額 当期減少額
貸借対照表上
の記載区分

1.重要な固定資産の明細

2.引当金の明細

　　該当なし

△ 6,415,174

その他固定資産 958,898 △ 409,004 0 549,894

その他固定資産

什器備品 6,965,068 0 0 6,965,068

減価償却累計額 △ 6,006,170 △ 409,004

100,000,000

定期預金 153,856,000 0

0

0 153,856,000

基本財産計 253,856,000 0 0 253,856,000

基本財産

社　　債 100,000,000 0 0

（単位：円）

区分 資産の種類 期首帳簿価格 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価格
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６ 財産目録（令和８年３月３１日現在） 

 
 

（単位：円）
場所・物量等 使用目的 金   額

（流動資産）
預金現金

定期預金 西日本信用組合連合会鳥取支店 運転資金として 17,000,000
普通預金 山陰合同銀行松崎支店 運転資金として 3,698,619
普通預金 西日本信用組合連合会鳥取支店 運転資金として 13,398,126

〈現金・預金計〉 34,096,745
未収金 水産技術研究所 アワビ・サザエ種苗代として 15,972

〈未収金計〉 15,972
34,112,717

（固定資産）
基本財産　　 預金現金

定期預金 西日本信用組合連合会鳥取支店 運用益を公益目的事業・管理費の財源に使用している 153,806,000
定期預金 山陰合同銀行倉吉支店 運用益を公益目的事業・管理費の財源に使用している 50,000

投資有価証券

社　債 野村證券株式会社 運用益を公益目的事業・管理費の財源に使用している 100,000,000
〈現金・預金・社債計〉 253,856,000

その他固定資産
什器備品

FRP水槽他 公益目的事業に用いる資産である 6,965,068
減価償却累計額 △ 6,415,174

〈その他の固定資産計〉 549,894
254,405,894

資産合計 288,518,611

未払金
倉吉社会保険事務所 事業所負担の社会保険料等 475,352
給与手当 正職員の時間外 56,400
賃金他 非常勤職員の給与他 364,100
山陰合同銀行 振込手数料等 4,510
鳥取中央有線放送（株） インターネット利用料 5,390
北原商事（株） ３月分ガス代 1,825
鳥取県栽培漁業センター 公用車使用料 121,560
荒谷（株）他 消耗品 291,412
西日本電信電話（株） ３月分電話代 10,000
倉吉税務署 消費税及び地方消費税である 1,857,200

〈未払金計〉 3,187,749
預り金

住民税 職員負担の税金等である △ 32,241
〈預り金計〉 △ 32,241

流動負債合計 3,155,508
固定負債合計 0

負債合計 3,155,508

285,363,103

固定資産合計

正味財産

貸借対照表科目

流動資産合計

（流動負債）


